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年

頭

の

辞

足
立
区
長
　大

山

雅

二

希
望
に
燃
え
る
昭
和
二
十
四
年

の
新
春
に
当
り
私
は
心
か
ら
区
民

各
位
に
御
祝
詞
を
申
上
ま
す
。

敗
戦
後
の
痛
苦
を
泌
々
と
感
じ

ま
し

た
昭
和
二
十
三
年
も
実
に
多

難
な
年
で

あ
り
ま
し
た
。
止
ま
る

と
こ
ろ
な
き
イ
ン
フ

レ
の
昻
進
、

遅

々
た
る
復
興
住
宅
建
築
等
の
為

に
食

ふ
に
食
え
な
く
住
む
に
家

な

き
人
々
の
数

も
相
当
な
も
の
で
あ

つ
た

と
思
ひ
ま
す
。
然
し
な
が
ら

国
民
に
凡

ゆ
る
苦
難
に
耐
え
て
、

ひ
た
す
ら
祖
国
の
復
興
を
念
願
し

て
努
力
を
払
は
れ
て
居
り
ま
す
こ

と
は
感

激
の
外
あ
り
ま
せ
ん

。

当
区
に
於
き
ま
し
て
も
昨
年
は

一
昨
年
の
如
き
大
水
害
が
無
か
つ

た
と
は
い
え
豪
雨
の
都
度
局
部
的

に
水
害
を
蒙
り
道
路
橋
梁
の
破
損

は
大
な
る
も
の
が
あ
り
ま
た
農
作

物
其
の
他
の
被
害
も
少
か
ら
ず
区

民
各
位
の
御
苦
労
一
通
り
で
な
か

つ
た
と
存
じ
ま
す
。

又
行
政
の
面
に
於
き
ま
し
て
も
地

方
自
治
法
が
布
か
れ
て
二
年
余
を

経
過
し
た
の
で
あ
り
ま
す
が
自
治

体
発
展
の
基
礎
と
な
る
べ
き
財
源

の
裏
付
け
が
伴
は
な
い
為
と
社
会

経
済
事
情
の
変
転
極
り
な
い
現
下

の
状
勢
に
依
り
財
政
の
逼
迫
を
来

し
各
種
事
業
の
実
施
困
難
を
極
め

た
の
で
あ
り
ま
す
が
区
民
各
位
の

積
極
的
な
る
御
協
力
と
御
支
援
に

よ
り
四
月
に
は
区
庁
舎
の
落
成
を

見
、
ま
た
同
時
に
長
年
の
懸
案
で

あ
り
ま
し
た
区
役
所
支
所
の
新
設

と
な
り
尚
こ
の
外
各
地
に
小
中
学

校
の
建
築
、
保
育
園
、
運
動
場
、

図
書
館
、
公
営
浴
場
等
の
文
化
、

民
生
の
機
関
が
着
々
と
設
置
せ
ら

れ
て
居
り
ま
す
こ
と
は
我
が
足
立

区
の
発
展
を
意
味
す
る
も
の
で
あ

り
ま
し
て
私
は
心
か
ら
区
民
各
位

の
御
協
力
に
対
し
深
甚
な
る
感
謝

の
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す

今
や
当
区
は
人
口
二
十
五
万
を

算
し
二
十
三
区
中
の
大
区
に
位
し

又
産
業
の
面
に
於
い
て
も
有
数
の

地
位
を
占
め
て
居
り
ま
す
。

私
は
区
民
各
位
の
従
来
示
さ
れ
ま

し
た
御
協
力
と
御
支
援
を
戴
き
ま

す
れ
ば
数
年
な
ら
ず
し
て
当
区
は

一
新
さ
れ
る
で
あ
ら
う
こ
と
を
確

信
し
て
や
ま
な
い
も
の
で
あ
り
ま

す
。

何
卒
区
民
各
位
に
於
か
れ
ま
し
て

は
本
年
も
昨
年
に
倍
し
格
段
の
御

援
助
を
賜
り
ま
す
様
御
願
を
申
上

げ
年
頭
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す

愛
児
の
た
め
に

六
三
制
貯
金
を
!
!

六
三
制
貯
金
自
主
的
増
強
期
間

実
施
に
つ
い
て

本
区
で
は
六
三
制
整
備
起
債
額

資
金
調
達
の
た
め
の
六
三
制
貯
金

を
本
年
度
末
迄
継
続
実
施
す
る
こ

と
に
致
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
こ
の
六
三
制
貯
金
と

わ
ど
う
い
う
も
の
か
ま
た
継
続
実

施
す
る
に
到
つ
た
事
情
も
次
に
詳

し
く
説
明
し
、
皆
様
の
御
支
援
を

期
待
致
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

六
三
制
に
よ
る
教
育
を
整
備
す

る
に
は
先
ず
子
供
た
ち
の
喜
々
と

し
て
通
う
学
校
の
校
舎
建
設
か
ら

考
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
ぬ
現
状
で

あ
り
ま
す
。

東
京
都
で
わ
こ
の
た
め
に
六
三
制

整
備
起
債
額
を
内
定
し
大
蔵
省
の

予
金
部
地
方
資
金
の
融
資
を
受
け

る
立
前
を
と
つ
て
い
る
の
で
す
が

こ
れ
に
は
、
こ
の
資
金
融
通
要

領
に
、
六
三
制
貯
金
の
貯
蓄
実
績

が
貯
蓄
目
標
額
の
八
割
に
相
当
す

る
額
以
上
に
達
し
た
市
町
村
に
対

し
て
は
起
債
全
額
に
相
当
す
る
資

金
を
融
通
す
る
。
と
い
う
規
定
が

あ
り
、
そ
の
実
績
が
目
標
の
八
割

に
相
当
す
る
額
に
満
た
な
い
市
町

村
に
対
し
て
は
或
る
例
外
を
除
き

原
則
と
し
て
そ
の
額
内
の
融
資
し

か
認
め
な

い
と
い
う
こ
と
が
あ
る

の
で
す
、

本
区
と
し
ま
し
て
わ
、
さ
き
に

六
三
制
貯
金
に
つ
き
ま
し
て
区
内

小
中
学
校
や
P
T
A
を
通
じ
皆
様

に
御
協
力
を
お
願
い
し
た
わ
け
で

あ
り
ま
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
原
因

で
そ
の
成
績
は
本
区
の
貯
蓄
目
標

に
は
、
程
遠

い
も
の
し

か
得
ら
れ

ま
せ
ん
で
し

た
。

本
区
の

六
三
制
貯
蓄
目
標
額
は

二
千
百
五
十
一
万
余
円
で
あ
り
ま

し

て
、
こ
れ
は
都
の
起
債
全
額
を

本
区
の
所
要
額
に
よ
り
算
出
し
た

数
字
で

あ
り

、
各
区

と
も
そ
の
数

字
は
そ
の
財
政
事
情
に
添
は

ぬ
憾

が
あ
り
ま
す
が
そ
れ
で
も
各
区
の

達
成
比
率
を
み
ま
す

と
、
本
区

は

残
念
な
が
ら
最
下
位
の
線
に
お
か

れ
て
い
る
有
様
で
す

。

こ
れ
は
こ
の
運
動
の
実
施

期
間
(

第
二
回
実
施
は
七
月
一
日
よ
り

八
月
末
日
迄
を
情
況
に
よ
り
更
に

九
月
末
日
迄
延
長
し

た
も
の
)

の

関

係
で
趣
旨
の
皆
様
に
徹

底
し
な

か
つ
た
の
が
一
つ
の
大
き
な
不
振

の
原
因
で
は
な
か
つ
た
ら
う
か
と

考
へ
ら
れ
る
こ
と
で
す
。

更
に
さ
か
の

ぼ
つ
て
こ
の
不
徹
底

の
因
を
な
し
た
も
の
は
肝
心
の
大

蔵
省
の
六
三
制
整
備
起
債
額
の
内

定
が
著
し
く
お
く
れ
た
こ

と
で
あ

り
ま
す
が
東
京
都
と
し
ま
し
て
も

こ
う
し
た
貯
蓄
実
績
不
振
の
事
態

を
打
開
す
る
た
め
に
大
蔵
省
と
い

ろ
い
ろ
交
渉
し
、
さ
き
に
定
め
た

第
二
回
六
三
制
貯
蓄
運
動
期
間
経

過
後
も
自
主
的
に
こ
の
運
動
を
継

続
し
成
績
を
挙
げ
た
も
の
に
対
し

て
は
期
間
中
と
同
様
の
取
扱
を
す

る
こ
と
を
認
め
て
貰
つ
た
こ
と
で

あ
り
ま
す
こ
の
自
主
的
運
動
期
間

と
は
昨
年
度
内
と
い
う
了
解
で
あ

り
ま
す
。

六
三
制
貯
蓄
と
は
ど
う
す
れ
ば

達
成
さ
れ
る
も
の
か
と
い
い
ま
す

と
、
六
三
制
貯
金
と
銘
記
し
た
一

ケ
年
据
置
の
貯
金
を
郵
便
局
に
し

て
頂
け
ば
よ
ろ
し
い
の
で
す
。

な
お
本
区
の
貯
蓄
目
標
額
か
ら

み
て
こ
れ
を
克
服
す
る
手
段
と
し

て
一
口
弐
百
円
或
は
参
百
円
と
い

う
標
準
を
設
け
余
裕
の
あ
る
方
々

に
は
幾
口
で
も
貯
金
し
て
頂
く
と

い
う
方
法
を
と
る
こ
と
に
致
し
ま

し
た
。

六
三
制
貯
金
は
一
ケ
年
経
て
ば

自
由
に
使
へ
る
皆
様
の
貯
金
で
あ

り
、
そ
れ
が
皆
様
の
愛
児
の
た
め

わ
が
足
立
区
の
た
め
に
な
る
も
の

で
あ
り
ま
す
か
ら
お
子
供
の
あ
る

家
庭
で
も
、
な
い
家
庭
で
も
進
ん

で
貯
金
さ
れ
る
よ
う
、
お
す
ゝ
め

し
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。
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昭
和
二
十
三
年
の
メ
モ

過
去
一
年
間
の
出
来
事
を
メ
モ
式
に
拾
ひ
あ
げ
て

み
た
。

こ
の
中
に
記
録
さ
れ
な
い
大
き
な
動
き
が
数
多
く

あ
る
の
だ
が
そ
れ
は
未
完
結
で
あ
つ
た
り
、
皆
さ

い
に
は
直
接
の
興
味
も
な
い
出
来
事
で
あ
つ
た
り

す
る
の
で
、こ
れ
に
は
記
録
し
な
か
っ
た

一

月

十
一
日
　
千
住
新
橋
民
生
事
務
所
開
設

十
五
日
　
要
保
護
者
生
活
実
態
一
斉
調
査

二
十
四
日
　
梅
島
支
所
起
工
式

二

月

十

日
　
第
一
回
足
立
区
議
会
(
定
例
会
)

十
二
日
　
区
に
建
築
課
が
新
設
さ
れ
た

三

月

五

日
　
寺
地
小
学
校
竣
工
式

二
十
九
日
　
第
二
回
足
立
区
議
会
(
臨
時
会
)

三
十
一
日
　
足
立
区
立
江
北
小
学
校
新
田
分
校

廃
止

四

月

一

日
　
足
立
区
立
新
田
小
学
校
設
置

足
立
区
立
第
十
五
中
学
校
設
置

本
一
日
よ
り
七
日
間
西
新
井
大
師

境
内
を
中
心
と
し
て
緑
化
花
祭
運

動
展
開

十

日
　
荒
川
放
水
路
グ
ラ
ン
ド
開
設

十
一
日
　
昭
和
二
十
三
年
度
水
稲
耕
作
反
別

及
家
族
構
成
人
員
調
査
始
ま
る

二
十
六
日
　
足
立
区
役
所
干
住
一
丁
目
五
〇
へ

移
転

梅
島
支
所
梅
島
町
一
八
五
二
ヘ
設
置

北
千
住
駅
前
通
り
美
観
商
店
街
に

指
定
さ
る

足
立
区
体
育
会
設
立
会
長
高
城
信

一
氏

五

月

一

日
　
足
立
区
財
政
事
情
の
公
表

夏
時
間
実
施

三

日
　
憲
法
施
行
一
週
年
記
念
日

足
立
区
役
所
新
築
落
成
式

六

月

八

日
　
第
三
回
足
立
区
議
会
(
定
例
会
)

十
一
日
　
腸
チ
ブ
ス
、
パ
ラ
チ
ブ
ス
予
防
注
射
は
じ
ま
る

昆
虫
駆
除
は
じ
ま
る

七

月

二
十
日
　
国
民
の
祝
日
公
布
さ
る

三
十
日
　
流
行
病
日
本
脳
炎
区
に
侵
入

八

月

一

日

常
住
人
口

住

宅
調
査
実
施
さ
る

十
五
日
　
特
別
都
市
計
画
法
に
よ
り
堤
北
の

大
半
が
緑
地
地
域
に
指
定
さ
れ
た

十

八
日
　
第
四
回
足
立
区
議
会
(
定
例
会
)

上
沼
田
町
の
一
部
下
沼
田
町
へ
編
入

本
木
六
丁
目
を
二
分
し
そ
の
一
部

は
桜
木
町
へ
他
は
小
台
町
へ
編
入

十
九
日
　
足
立
区
議
事
堂
が
区
議
会
に
支
障
を
及
ぼ
さ
な
い
場
合
官
公
庁
の
主
催

又
は
後
援
す
る
教
育
、
学
街
、
衛
生

、
産
業
等
に
関
す
る
講
演
会

、
講
習
会
、
研
究
会
等
の
会
合
に

使
用
で
き
る
こ
と
と
な
つ
た

区
税
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
使

用
人
税
が
新
し
く
生
れ
尚
舟
税
、

自
転
車
税
、
荷
車
税
、
金
庫
税
、

犬
税
の
賦
課
率
、
賦
課
定
額
が
改

正
さ
れ
た

二
十
七
日
　
区
立
千
住
保
育
園
、
本
木
保
育
園

設
置

九

月

九
日
　
軍
政
部
の
好
意
に
よ
り
区
立
第
三

中
学
校
内
に
読
書
室
設
置
さ
る

十
一
日
　
夏
時
間
標
準
時
に
切
換

十

月

五
日
　
東
京
都
教
育
委
員
会
委
員
選
挙
執

行

十
三
日
　
復
興
土
地
区
画
整
理
第
三
十
八
区

区
画
整
理
委
員
選
挙
執
行

二
十
八
日
　
第
五
回
足
立
区
議
会
(
定
例
会
)

三
十
日
　
足
立
区
選
挙
管
理
委
員
選
挙

足
立
区
立
江
北
小
学
校
鹿
浜
分
校
廃
止

三
十
一
日
　
第
一
回
足
立
区
民
体
育
大
会
開
幕

十
一
月

一

日
　
区
税
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
尚

こ
れ
に
よ
つ
て
特
別
区
民
税
の
賦

課
率
、
賦
課
定
額
も
改
め
ら
れ
る

こ
と
と
な
つ
た

区
衛
生
課
保
健
所
へ
統
合
足
立
保
健
所

と
し
て
新
し
く
出
発

区
立
保
育
園
が
都
立
保
育
園
と
な
る

足
立
区
立
鹿
浜
小
学
校
設
置

足
立
区
財
政
事
情
公
表

三

日
　
区
立
小
台
公
衆
浴
場
開
設

九
日
足
立
区
選
挙
管
理
委
員
長
田

中
廣
吉
氏
に
決
る

二
十
七
日
　
裏
門
堰
排
水
場
完
成

三
十
日
　
足
立
区
農
業
調
整
委
員
会
委
員
選
挙

執
行

十
二

月

五
日
　
第
一
回
足
立
区
民
体
育
大
会
終
る

十
九
日
　
足
立
区
役
所
直
営
自
転
車
無
料
預

所
開
設

二

十
日
　
第
六
回
足
立
区
議
会
(
定
例
会
)

区
議

会
だ
よ
り

第
六

回

足
立
区
議
会
開
会

昭
和
二
十
三
年
の
掉
尾
を
飾
る
第
六
回
足
立
区
議
会
が
暮
せ
ま
る
十

二
月
二
十
日
開
会
さ
れ
た
。
会
議
の
案
件
は
次
の
通
り
で
あ
る
が
、
議

案
は
す
べ
て
各
種
常
任
委
員
会
や
議
員
協
議
会
で
慎
重
審
議
を
重
ね
ら

れ
た
も
の
で
あ
り
、
本
会
議
に
於
て
い
づ
れ
も
原
案
通
り
可
決
さ
れ
た

一
、
東
京
都
足
立
区
立
第
五
中
学
校
位
置
変
更
の
件

二
、
東
京
都
足
立
区
公
衆
浴
場
設
置
条
例
制
定
の
件

三
、
東
京
都
足
立
区
公
衆
浴
場
使
用
条
例
制
定
の
件

四
、
東
京
都
足
立
区
農
業
調
整
委
会
委
員
選
挙
の
選
挙
長
開
票
管
理
者

投
票
管
理
者
選
挙
立
会
人
等
報
酬
費
用
弁
償
条
例
制
定
の
件

五
、
足
立
区
臨
時
出
納
検
査
立
会
人
選
任
の
件

地
方
自
治
法
と
区
の
監
査
委
員
条
例
に
よ
る
と
区
の
会
計
は
毎
月
行

は
れ
る
例
月
出
納
検
査
の
外
に
毎
年
一
回
の
定
期
監
査
と
二
回
以
上
の

臨
時
出
納
検
査
を
受
け
る
こ
と
に
な
つ
て
居
り
、
近
く
第
一
回
の
臨
時

出
納
検
査
が
行
は
れ
る
、
処
で
こ
の
検
査
に
は
又
二
名
以
上
の
区
議
会

議
員
も
立
会
ふ
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
居
る
の
で
、
去
る
十
二
月
二
十

日
開
会
さ
れ
た
区
議
会
で
こ
の
立
会
議
員
を
互
選
し
た
結
果
左
の
通
り

選
任
さ
れ
た
。
尚
こ
の
立
会
議
員
の
選
任
は
検
査
の
都
度
行
は
れ
る
の

で
あ
る
。

区
議
会
議
員
　

森

敬

之

助
氏

同
　
　
　
　
　
鴨
下
林
藏
氏

同
　
　
　
　
　

鯨

岡

兵

輔
氏

謹賀新年 足
立
区
議
会

議
長
　
　

遠

田

漂

治

足
立
区
議
会

副

議

長

金

子

重

吉

足
立
区
議
会

議
員
　

伊

藤

鶴

藏

〃
　
　
　
　
　

森

敬

之

助

〃
　
　
　
　
　

藤

來

勇

〃
　
　
　
　
　

荻

原

卯

助

〃
　
　
　
　
　
中
川
直
次
郞

〃
　
　
　
　
　

鈴

木

英

武

〃
　
　
　
　
　

鯨

岡

兵

輔

〃
　
　
　
　
　

石

井

平

彌

〃
　
　
　
　
　

大

石

副

馬

〃
　
　
　
　
　
日
比
谷
竹
次
郞

〃
　
　
　
　
　

鴨

下

林

藏

〃
　
　
　
　
　

遠

峰

富

次

〃
　
　
　
　
　

疋

田

傳

八

〃
　
　
　
　
　

新

關

正

應

〃
　
　
　
　
　

鈴

木

次

夫

〃
　
　
　
　
　
吉
澤
重
次
郞

〃
　
　
　
　
　
野
澤
冬
藏

〃
　
　
　
　
　
畑
三
郞

〃
　
　
　
　
　
内
藤
寅
三
郞

〃
　
　
　
　
　

千

明

正

好

〃
　
　
　
　
　

大

川

正

一

〃
　
　
　
　
　

阿
出
川

信

孝

〃
　
　
　
　
　

小

宮

信

三

〃
　
　
　
　
　

中

山

元

一

〃
　
　
　
　
　

永

井

一

巳

〃
　
　
　
　
　
田
幡
義
雄

〃
　
　
　
　
　

小

川

寅

一

〃
　
　
　
　
　

鈴

木

傳

一

〃

三
澤
新
太
郞

〃
　
　
　
　
　
鈴
木
七
郞

〃
　
　
　
　
　

荒

井

甚

兵

衛

〃
　
　
　
　
　
淺
古
幸
藏

〃
　
　
　
　
　

佐
久
間

治
衛
武

〃
　
　
　
　
　
宮
入
五
郞

〃
　
　
　
　
　
中
神
房
穗

〃
　
　
　
　
　

松

岡

土

富

〃
　
　
　
　
　
島
崎
正
治
郞

〃
　
　
　
　
　

江

川

長

吉

〃
　
　
　
　
　
丸
岡
光
一
郞

〃
　
　
　
　
　

岡

本

祐

海

〃
　
　
　
　
　
淸
水
丑
政

〃
　
　
　
　
　
大
神
田
貞
英

書
記
長
　
　

井

形

峯

次



昭和24 年1 月5 日足 立 区 政 ニ ユ ー ス第5号( 三)

配
給
だ
よ
り

補
修
用

畳
表
の
配
給

十
二
月
六
日
ま
で
に
申
込
ま
れ
た

全
部
の
方
に
本
区
畳
製
品
需
給
調

整
委
員
会
の
決
定
に
基
い
て
左
の

通
り
の
配
給
券
を
申
込
ま
れ
た
出

張
所
を
通
じ
て
交
付
い
た
し
ま
す

申
込
数
　
　
　
　
査
定
数

二
枚
―
三
枚
　
　
そ
の
ま
ゝ
の
数

四
枚
―
五
枚
　
　三
枚

六
枚
―
七
枚
　
　四
枚

八
枚
　
　
　
　
　五
枚

九
枚
―
二
十枚
　
六
枚

な
お
こ
の
配
給
券
の
有
効
期
限
は

一
月
六
日
ま
で
に
な
つ
て
い
ま
す

第四回

み
そ
、
し
よ
う

ゆ
の
配
給

第
四
回
み
そ
、
し
よ
う
ゆ
の
配

給
十
二
月
分
の
み
そ
、
し
よ
う
ゆ

を
十
二
月
十
五
日
よ
り
一
月
十
日

ま
で
に
配
給
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
未
受
領
の
方
は
至
急
引
取

つ
て
下
さ
い
。

コ
ー
ヒ
ー
の
配
給

待
望
の
コ
ー
ヒ
ー
が
一
世
帯
四
分

の
一
ポ
ン
ド
の
割
で
配
給
に
な
り

ま
す
。家
庭
用
品
購
入
通
帳
「は

号
の
一
」
で
缶
詰
登
録
小
売
店
へ
予

約
の
上
購
入
し
て
下
さ
い
。

配
給
期
間

自
十
二
月
二
十
日

至
一

月
十
五
日

入
荷
次
第
配
給
い
た
し
ま
す

配
給
価
格

一
袋
　
五
〇
円
(
税
込
)

コ
ヽ
ア
キ
ヤ
ラ
メ

ル
の
配
給

二
歳
よ
り
七
歳
ま
で
の
幼
児
に

「
ロ
五
号
券
」
で
最
寄
菓
子
店
か

ら
購
入
出
来
ま
す
。

配
給
朝
間

自
十
二
月
二
十
三
日

至
一
月
十
五
日

配
給
価
格

一
函
(
七
〇
瓦
入
)
十
五
円

乳
幼
児
、妊
産
婦
に

濃
縮
ビ
タ
ミ
ル
ク

満
二
歳
か
ら
六
歳
ま
で
の
乳
幼
児

及
産
前
六
ケ
月
産
後
壱
ケ
年
の
妊

産
婦
に
濃
縮
ビ
タ
ミ
ル
ク
が
配
給

さ
れ
ま
す
こ
れ
は
大
豆
酵
母
砂
糖

バ
タ
ー
を
原
料
と
す
る
栄
養
乳
を
1
/
2

に
濃
縮
し
た
も
の
で
す
。

配
給
量
　
一
人
一
回
二
壜
以
内

(
二
合
壜
詰
)

配
給
時
期
　
入
荷
次
第

(
十
二
月
三
十
日
頃
の
予
定
)

価

格
　
弍
合
壜
入
　
五
三
円

第
三
回
補
修
用

板
硝
子
当
籖
者
　
(
つ
ゞ
き
)

飯
田
本
三
郎
　
　
筑
波
俊
一

飯
田
隆
一
　
　
　
大
島
吉
藏

田
中

廣
吉
　
　
　
同

上

志
村

兼
次
　
　
　
鎗
田
喜
太
郎

三
浦

明
　
　
　
　岸

義
經

安
達

吉
雄
　
　
　
保
坂

和
夫

高
橋

和
吉
　
　
　
内
田

定
夫

小
澤

源
治
　
　
　
染
谷

周
治

水
書

忠
作
　
　
　
島
上

幸
七

小
倉
貞
次
郎
　
　

佐
藤

信
之

神
原
幸
平
　
　
　
平
久
正
男

柿
山
操
　
　
　
　
靑
木
金
太
郞

柳
本

孝
吉
　
　
　
中
井

廣

佐
藤
百
四
　
　
　
須
田
三
郞

大
野

菅
司
　
　
　
渡
邊

政
次

木
下
甚
藏
　
　
　
寳
田
彌
助

山
田
千
代
　
　
　
西
村
滿
枝

齋
田
盛
親
　
　
　
增
田
大
治

岡
村

義
一
　
　
　
片
倉

豊
次

三
浦

富
治
　
　
　
佐
藤

正
男

植
島
元
右
衛
門
　
橋
爪
茂
重
郞

新
井

酉
藏
　
　
　
金
久
保
廣
志

中
村

信
雄
　
　
　
大
森

健
次

鈴
木
通
之
助
　
　
小
久
保
龜
吉

牧
葉
外
次
郞
　
　
石
川
武
雄

鈴
木
き
よ
ゑ
　
　

横
山

直
大

中
川
弘
　
　
　
　
多
田
貞
三
郞

早
乙
女
政
子
　
　

大
竹

豊
作

小
宮
勝
五
郞
　
　
鈴
木
專
司

小
林
淸
志
　
　
　
大
塚
宗
太
郞

下
里

武
雄
　
　
　
谷
具

章

塚
田
一
郞
　
　
　
石
井
政
藏

賀
澤
三
郞
　
　
　
矢
作
律

鈴
木

恒
一
　
　
　

都
丸

正
治

小
山
昇
　
　
　
　
森
川
直
太
郞

林
角
助
　
　
　
　
日
比
谷
倉
藏

石
渡
淸
次
　
　
　
飯
田
義
雄

今
井
貞
次
郞
　
　
藤
井
政
次

今
井
謙
三
郞
　
　
關
治
夫

山
本
春
夫
　
　
　
尾
澤
成
郞

杉
山
久
五
郞
　
　
瀨
田
熊
太
郞

紫
田
シ
ゲ
コ
　
　
杉
山
美
雄

兒
玉
武
三
郞
　
　
町
田
辰
彌

淺
井
保
太
郞
　
　
田
中
增
藏

富
澤

昇
　
　
　
　
田
原

ヒ
ロ

多
田

貞
一
　
　
　

三
澤

公
二

長
谷
川
幸
夫
　
　

佐
藤

庄
二

藤
生
藤
十
郞
　
　
岩
田
實

倉
田
照
秋
　
　
　
吉
田
春
信

洞
野
勝
美
　
　
　
黑
田
作
一

伊
藤

君
子
　
　
　

伊
藤

佐
市

小
菅
佐
吉
　
　
　
奈
良
部
宣
一
郞

山
幸
次
　
　
　
　
渡
邊
雄
二
郞

大
木

滿
保
　
　
　

後
藤

義
照

〓
野
正
造
　
　
　
同
上

以

上

戸
籍
届
出
用
紙
が

無
料
と
な
り
ま
し
た

法
定
戸
籍
届
出
用
紙
(
出
生
、

死
亡
、
婚
姻
、
離
婚
)
の
交
付
に

つ
い
て
は
昭
和
二
十
二
年
十
一
月

六
日
か
ら
有
償
の
取
扱
を
致
し
て

来
ま
し
た
が
昭
和
二
十
四
年
一
月

一
日
か
ら
は
無
償
と
な
り
ま
し
た

引
揚
者
援
護

「
愛
の
運
動
」
無
料
診
療

「
引
揚
げ
て
来
た
が
」
又
は
「
や

つ
と
復
員
し
て
は
来
た
が
」
だ
が
、

「
故
国
の
風
は
春
が
来
て
も
冷

た
い
」―
―
こ
ん
な
声
を
わ
れ
わ

れ
は
み
み
に
し
た
こ
と
は
な
い
か
?

引
揚
者
に
、
復
員
者
に
、
い
つ

ま
で
も
こ
の
や
う
な
つ
ぶ
や
き
を

続
け
さ
せ
て
お
い
て
は
い
け
な
い

、
こ
の
反
省
と
自
覚
か
ら
、
全
国

の
主
要
な
社
会
事
業
団
が
主
唱
し

て
旧
詼
十
七
日
か
ら
二
十
三
日
に

亘
つ
て
「
引
揚
者
援
護
、
愛
の
運

動
」
が
全
国
的
に
展
開
さ
れ
た
が

、
本
区
で
も
恩
賜
財
団
済
生
会
東

京
都
支
部
と
提
携
し
て
、
そ
の
週

間
中
大
谷
田
町
の
引
揚
者
寮
「
第

一
大
谷
田
寮
」
に
無
料
診
療
所
を

開
設
し
て
、
年
の
瀬
を
医
者
に
か
か

れ
な
い
引
揚
者
五
十
一
世
帯
に

対
し
て
奉
仕
し
た
。

謹
賀
新
年

監

査

委

員
　
　
　
松
岡

士

富

〃
　

〃
　
　
　
　寺
島

榮
次

選
挙
管
理
委
員

委

員

長

田
中

廣
吉

〃
　

〃
　
　
　
　
千
ケ
崎
嘉
吉

〃
　
〃
　
　
　
　
弘
澤
快
龍

〃
　
〃
　
　
　
　
小
宮
直
太
郞

区

長
　
　
　
　
　大
山

雅
二

助

役
　
　
　
　
　齋
藤

恒
助

収

入

役
　
　
　
　大
津

正

副

収

入

役
　
　
　
城

彌
總
司

支

所

長
　
　
　
　中
島

忠
儀

総
務
課
長
　
　
　
長
田
文
夫

経
理
課
長
　
　
　
長
谷
川
久
勇

税

務

課

長
　
　
　千
葉

誠

民
生
課
長
　
　
　
加
藤
憲
治

教

育

課

長
　
　
　岡
崎
十
止
雄

経

済

課

長
　
　
　北
島

十
吉

土
木
課
長
　
　
　
津
留
繁
雄

建

築

課

長
　
　
　栗
原

廣
治

支

所

庶
務
課
長
　
　
　
近
藤
吾
一

税
務
課
長
　
　
　
鴨
下
金
四
郞

厚
生
課
長
　
　
　
加
藤
銀
藏

本
木
民
生
館
長
　
萩
政
一
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新
春
の
幸
運
!
!

都
営
住
宅
入
居
者
決
定

第
三
回
都
営
住
宅
入
居
者
決
定
抽
籖
会
は

去
る
十
二
月
二
十
日
左
記
二
ケ
所
で
行
い

三
七
名
が
当
籖
致
し
ま
し
た
。

尚
申
込
者
は
戸
山
町
第
一
住
宅
、
五
二
三

名
、
保
木
間
町
第
二
住
宅
、
二
八
二
名
で

あ
り
ま
す
。

戸
山
町
第
一
住
宅

中
央
区
京
橋
公
会
堂

保
木
間
町
第
二
住
宅

足
立
区
役
所
建
築
課

当
籤
者

一
、
戸
山
町
第
一
住
宅

長
門
町
一
一
五

武
井
丑
松

梅
田
町
一
、
六
二
六

寺
田
金
太
郞

大
谷
田
町
九
七
二

原
文
美

千
住
一
丁
目
七
五

柳
滿
龜
男

島
根
町
二
、
六
二
五

阿
部
忠

蒲
原
町
五
〇
四

財
津
守

千
住
高
砂
町
八
八

北
島
正
治

大
谷
田
町
一
、
一
九
一

沼
倉
幸
見

千
住
東
町
五
二

国
府
田
保

千
住
桜
木
町
三
、
一
二
一

福
井
四
郞

本
木
二
丁
目
一
、
六
四
〇

佐
賀
米
藏

長
門
町
二
八

高
松
ば
る

保
木
間
町
二
、
九
三
〇

松
尾
甚
六

下
沼
田
町
四
四
〇

赤
岡
正
信

竹
ノ
塚
町
九
二
九

米
村
一
男

二
、
保
木
間
町
第
二
住
宅

北
三
谷
町
三
三
一

田
杉
伊
作

梅
田
町
一
、
七
九
六

小
泉
四
郞

小
台
町
三
二
三

南
治

小
台
町
六
八
六

大
谷
繁

梅
田
町
一
、
六
五
五

長
島
由
太
郞

西
新
井
町
一
、
二
九
三

山
本
秀
太
郞

栗
原
町
一
、
二
八
五

大
庭
正
一

保
木
間
町
一
、
七
八
二

富
岡
時
次
郞

柳
原
町
一
二
六

石
川
道
一
郞

本
木
一
丁
目
六
七
八

萩
原
萬
次
郞

梅
島
町
一
、
九
三
四

柳
武
夫

興
野
町
七
三
〇

中
根
菊
五
郞

千
住
関
屋
町
三
八

中
村
文
造

千
住
末
広
町
三
〇

内
山
重
一
郞

大
谷
田
町
六
三
〇

田
野
喜
太
郞

日
ノ
出
町
三
丁
目
六
七
六

染
野
長
治

五
反
野
南
町
一
、
七
三
六

鶴
岡
吉
太
郞

島
根
町
六
七
六

新
井
吉
右
衛
門

西
新
井
町
九
二
九

早
津
金
作

梅
田
町
一
、
八
六
三

增
田
夏
作

三
。
補
欠

栗
原
町
一
、
七
七
一

五
井
雄
次
郞

千
住
四
丁
目
二
一

湯
本
國
吉

注
、
当
籖
者
の
入
居
わ
二
月
下
旬

の
予
定
で
あ
り
ま
す
。

又
当
籖
者
に
は
追
つ
て
都
建
築
局

よ
り
入
居
通
知
が
あ
り
ま
す
か
ら

そ
れ
迄
お
待
ち
下
さ
い
、

梅
島
支
所
増
築
落
成

昨
年
四
月
開
所
以
来
事
務
の
拡
張

に
伴
ひ
狭
隘
を
叫
ば
れ
て
ゐ
た
梅

島
支
所
は
十
月
五
日
増
築
に
着
手

鋭
意
工
事
中
で
あ
つ
た
が
去
る
十

二
月
二
十
五
日
都
知
事
を
始
め
都

議
会
、
区
議
会
議
員
、
区
長
、
協

賛
会
長
そ
の
他
区
内
有
名
人
多
数

列
席
を
見
盛
会
裡
に
そ
の
落
成
式

が
行
は
れ
た
。

自
治
行
政
の
進
展
途
上
更
に
新
し

い
年
を
迎
え
る
に
当
つ
て
梅
島
支

所
増
築
の
朗
報
は
明
朗
区
政
へ
の

一
歩
前
進
が
期
待
さ
れ
る
。

衆
議
院
議
員
立
会
演
説
会
場
並
に
そ
の
司
会
者

立
会
演
説
開
催
予
定
日

場
所
　
　
　
　
　
　
期
日

千
寿
第
四
小
学
校
　
六
日
、
十
二
日
、
十
六
日

千
寿
第
三
小
学
校
　
六
日
、
十
二
日
、
十
九
日

梅
島
小
学
校
　
　
　
八
日
、
十
五
日
、
二
十
日

本
木
小
学
校
　
　
　
六
日
、
十
二
日
、
十
九
日

東
淵
江
小
学
校
　
　
八
日
、
十
五
日
、
二
十
日

一
月
の
国
民
の
祝
日

一
月
一
月
　
元
旦

年
の
は
じ
め
を
祝
う

一
月
十
五
日
　
成
人
の
日

お
と
な
に
な
つ
た
こ
と
を
自

覚
し
、
み
ず
か
ら
生
き
抜
こ

う
と
す
る
青
年
を
祝
い
は
げ

ま
す
。
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「
都
営
バ
ス
」

小
台
線
開
通

江
北
地
区
住
民
か
ら
久
し
く
待
望

せ
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
江
北
橋
北

詰
荒
川
土
手
を
起
点
と
す
る
、
上

野
広
小
路
行
の「

都
営
バ
ス
」
が

愈
々
去
る
十
二
月
十
五
日
か
ら
開

通
致
し
ま
し
た
が
同
線
の
開
通
に

依
つ
て
下
沼
田
町
以
北
の
地
区
並

に
新
田
宮
城
、
小
台
町
等
の
地
区

は
交
通
の
中
心
と
な
り
今
後
の
発

展
を
朝
待
さ
れ
て
居
り
ま
す
。

自
転
車
無
料
預
所
　

区
役
所
裏
庭
に

区
役
所
裏
庭
に
区
営
の
自
転
車

無
料
預
所
が
去
る
十
二
月
二
十
日

か
ら
設
け
ら
れ
て
ゐ
ま
す
。

こ
の
ニ
ユ
ー
ス
の
前
号
区
政
と
私

達
欄
に
於
い
て
も
区
営
の
自
転
車

預
所
の
設
置
を
望
む
と
の
市
川
欣

史
氏
の
声
も
あ
り
区
民
各
位
か
ら

朝
待
さ
れ
て
ゐ
た
も
の
だ
け
に
自

転
車
に
よ
り
区
役
所
へ
お
い
で
の

を
り
は
遠
慮
な
く
御
利
用
願
い
ま

す
。

少
年
少
女
の
た
め
の

巡
回
幻
灯
会

昨
年
の
春
以
来
、
民
生
課
で
は
子

供
の
健
全
な
娯
楽
と
教
化
を
図
る

た
め
に
幻
灯
機
三
台
と
そ
の
フ
イ

ル
ム数
十
巻
を
備
え
て
、
各
方
面

の
子
供
会
の
需
め
に
応
じ
て
無
料

貸
出
を
行
ひ
、
大
変
好
評
を
博
し

て
き
た
が
、
周
辺
地
区
で
は
ど
う

し
た
こ
と
か
こ
れ
を
利
用
す
る
こ

と
が
尠
い
の
で
、
今
回
区
役
所
が

直
接
主
催
と
な
つ
て
左
の
日
割
り

で
各
小
学
校
を
会
場
と
し
て
巡
回

幻
灯
会
を
開
い
た
、
紙
芝
居
が
最

大
の
慰
楽
と
さ
れ
て
ゐ
た
こ
の
地

区
の
子
供
た
ち
か
ら
「
幻
灯
は
紙

芝
居
よ
り
面
白
い
や
、
又
直
き
来

て
映
し
て
ね
」
と
い
ふ
注
文
が
出

る
程
の
好
決
果
を
収
め
た
。

十
一
月
十
五
日
　
花
畑
小
学
校

〃
　
　
十
七
日
　
淵
江
小
学
校

〃
　
　
廿
二
日
　
舎
人
小
学
校

〃
　
　
廿
四
日
　
東
淵
江
小
学
校

〃
　
　
廿
五
日
　
伊
興
小
学
校

十二月一日現在
区 の 現 勢

世
帯

と人
口

世
帯
　
五
八
、
七
三
〇
　

前
月
よ
り
一
九
世
帯
減

人
口
　
二
四
五
、
二
五
二

男
　
一
二
四
、
二
八
四

女
　

一
二
〇

、
九
六
八

前
月
よ
り
四
八
八
人
増

保
健
所
便
り

病
魔
を
克
服

い
た
し
ま
し
よ
う

歳
末
に
際
し
東
京
都
の
皆
様
の
医

療
厚
生
を
図
る
た
め
都
内
一
斉
に

十
二
月
十
七
日
か
ら
廿
三
日
ま
で

一
週
間
区
役
所
保
健
所
協
力
の
上

移
動
診
療
班
の
援
助
を
得
て
(
千

住
大
川
町
第
三
小
学
校
)
(

千
住

旭
町
第
四
小
学
校
)
(

本
木
町
一

丁
目
足
立
診
療
所
)
に
て
有
意
義

な
る
診
療
を
実
施
い
た
し
ま
し
た

健
康
に
疑
念
を
持
た
れ
る
方
公
衆

衛
生
に
関
し
「
質
問
」
を
持
た
れ

る
方
建
設
的
御
意
見
を
持
た
れ
る

方
は
御
遠
慮
な
く
皆
様
の
健
康
の

友
「
保
健
所
」
に
御
来
所
下
さ
る

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

正
し
い
明
る
い
自
由
は
先
ず
健
康

か
ら
で
す
。

義
務
と
責
任
を
伴
う
自
由
は
強
靱

な
る
身
体
と
健
全
な
る
精
神
が
根

源
で
す
。

病
魔
と
心
魔
を
克
服
し
再
建
日
本

の
民
主
化
達
成
を
目
指
し
来
る
一

九
四
九
年
も
明
る
い
前
進
を
続
け

よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

。

街
に
野
犬
を

な
く
し
ま
し
よ
う

狂
犬
病
防
止
の
た
め
毎
月
野
犬
の

捕
獲
を
実
施
い
た
し
て
居
り
ま
す

が
本
十
二
月
中
の
実
施
の
結
果
は

次
の
通
り
で
し
た
。

実
施
朝
日
　
十
二
月
二
日
廿
日

廿
二
日
、
廿
三
日

地

域
　
　
　
足
立
区
全
域

捕
獲
頭
数
　
一
一
二
頭

の
ら
犬
を
な
く
す
た
め
に
は
皆
様

の
ご
協
力
が
絶
体
必
要
で
す
。

非
常
に
多
く
の
方
が
徘
徊
し
て
い

る
の
ら
犬
か
ら
咬
傷
を
受
け
て
居

り
ま
す
。

愛
犬
に
は
必
ず
鑑
札
を
つ
け
狂
犬

病
の
予
防
注
射
を
済
ま
せ
て
下
さ

い
。

昔
な
つ
か
し
い

年

賀

郵

便

八
年
ぶ
り
に
再
開
さ
れ
た
年
賀
郵

便
は
こ
の
と
こ
ろ
予
想
外
に
多
い

と
の
見
通
し
が
つ
い
た
せ
い
か
足

立
郵
便
局
で
は
一
層
気
を
良
く
し

て
年
賀
状
の
ハ
ガ
キ
は
勿
論
の
こ

と
、そ
の
他
切
手
で
も
何
で
も
ご

入
用
と
あ
ら
ば
電
話
二
〇
〇
一
番

え
か
け
れ
ば
直
ち
に
持
参
す
る
と

の
こ
と
で
あ
る
そ
の
外
郵
便
に
関

す
る
こ
と
は
何
ん
で
も
相
談
に
応

じ
真
に
明
る
い
民
衆
の
郵
便
と
し

て
親
切
迅
速
正
確
を
モ
ッ
ト
ー
と

し
て
最
大
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
え
と

郵
便
課
の
係
員
は
張
り
切
つ
て
い

る
せ
い
ぜ
い
ご
利
用
の
程
を
!
!

但
し
取
引
高
税
印
紙
は
如
何
に
数

量
が
多
く
て
も
帳
簿
記
入
の
関
係

が
あ
る
の
で
持
参
出
来
な
い
と
の

こ
と
で
あ
る
。

名 簿に登録されてない人は投票 が出来ません

臨
時
衆
議
院
議
員
選
挙

人
名
簿
縦
覧
に
つ
い
て

縦
覧
期
日

昭
和
二
十
四
年
一
月

十
日
よ
り

一
月
十
一
日
ま
で

午
前
九
時
よ
り
午
後
四
時
ま
で

場

所
　
足
立
区
役
所
各
出
張
所

◎
縦
覧
期
間
中
に
限
り
修
正
異
議
の

申
立
が
出
来
ま
す

縦
覧
期
間
終
了
後
は
如
何
な
る
理
由
が
あ
つ
て

も
名
簿
に
登
録
さ
れ
ま
せ
ん

足
立
区
選
挙
管
理
委
員
会
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税
金
と
私
達
の
生
活
(五)

都

税

の

話
　

其
の
四

五
、
都
民
税

国
家
並
び
に
地
方
公
共
団
体
が

そ
の
存
立
の
目
的
た
る
事
業
を
行

う
処
の
財
源
と
し
て
、
国
家
わ
国

税
に
、
地
方
公
共
団
体
わ
地
方
税

に
、
そ
の
大
部
分
を
賄
つ
て
居
る

。
然
し
て
、
国
税
体
系
わ
人
税
に
、

地
方
税
体
系
わ
物
税
に
分
離
さ
れ

相
互
に
自
立
性
を
保
た
れ
て
居
る

。
こ
れ
わ
国
家
の
構
成
並
び
に
地

方
公
共
団
体
の
地
方
公
共
施
設
と

の
関
連
性
に
於
い
て
一
応
う
な
づ

け
る
措
置
で
わ
あ
る
が
、
地
方
公

共
団
体
が
直
接
課
徴
す
る
人
税
が

地
方
税
の
中
か
ら
全
然
姿
を
消
す

と
云
ふ
事
わ
、
自
治
の
基
本
で
あ

る
負
担
分
任
の
精
神
が
、
地
方
税

に
顕
わ
れ
な
い
と
云
う
事
に
成
る

の
で
、
こ
の
訣
陥
を
補
う
為
、
出

来
る
だ
け
多
数
の
地
方
住
民
に
応

分
の
地
方
費
を
負
担
せ
し
め
る
こ

と
を
、
目
的
と
し
て
、
こ
の
税
が

創
設
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
然

し
て
時
代
の
推
移
と
云
う
か
地
方

公
共
団
体
の
自
主
性
が
、
民
主
主

義
の
発
展
と
共
に
益
々
昻
ま
る
に

つ
れ
、
こ
れ
に
伴
う
経
費
の
面
も

い
よ
い
よ
増
大
し
て
、
伸
縮
性
の

少
い
物
税
主
義
を
と
つ
て
来
た
過

去
の
地
方
税
制
で
わ
よ
う
や
く
破
綻

を
来
た
す
様
に
成
つ
た
。
こ

ゝ

に
於
い
て
地
方
税
中
唯
一
の
人
税

た
る
本
税
が
時
代
の
脚
光
を
浴
び

再
認
識
さ
れ
る
時
に
成
つ
た
の
で

あ
り
ま
す
。
即
ち
従
来
住
民
税
わ

こ
れ
に
よ
つ
て
多
額
の
税
収
入
を

挙
げ
ん
と
す
る
の
で
わ
無
く
、
広

く
住
民
が
そ
の
属
す
る
地
方
費
の

負
担
を
分
担
し
、
そ
れ
を
通
じ
て

地
方
公
共
団
体
の
事
業
に
関
心
を

深
く
し
、
延
い
て
わ
積
極
的
に
地

方
自
治
に
参
与
し
て
行
う
と
す
る

気
風
を
醸
成
す
る
に
あ
つ
た
。
従

つ
て
な
る
べ
く
多
数
の
者
に
負
担

せ
し
め
得
る
も
の
で
あ
る
と
共
に

、
納
税
者
一
人
に
対
す
る
最
高
課

額
を
制
限
し
て
成
る
可
く
多
数
の

者
に
、
相
当
額
の
負
担
を
求
め
る

意
図
で
あ
つ
た
。
こ
の
負
担
分
任

の
精
神
か
ら
現
在
で
わ
一
歩
を
進

め
地
方
公
共
団
体
の
経
費
を
賄
う

最
も
有
力
な
財
源
と
し
て
の
性
格

を
持
つ
に
至
り
ま
し
た
。
都
税
中

都
民
税
、
不
動
産
取
得
税
、
自
動

車
税
の
三
大
税
目
の
中
第
一
位
の

地
歩
を
し
め
、
多
分
に
所
得
税
的

な
性
格
に
変
つ
て
参
り
ま
し
た
。

先
程
も
申
述
ま
し
た
様
に
地
方
税

わ
、
地
方
的
な
共
同
施
設
の
維
持

経
営
費
で
あ
る
の
で
、
そ
の
課
税

に
わ
地
方
税
本
来
の
応
益
原
則
に

始
終
い
た
し
て
居
り
ま
し
た
が
、

そ
の
経
費
の
増
高
に
よ
り
人
税
の

使
命
で
あ
る
応
能
原
則
を
取
れ
入

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
機
運
に
向
つ

て
来
た
の
で
あ
り
ま
す
。
云
い
換

え
れ
ば
、
地
方
住
民
で
あ
る
こ
と

に
よ
り
そ
の
地
方
公
共
団
体
の
施
設

利
用
者
と
し
て
払
う
経
費
並
び

に
、
自
己
の
属
す
る
国
体
の
発
展

の
為
各
自
の
能
力
に
応
じ
て
支
払

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
経
費
、
こ

れ
わ
社
会
正
義
の
立
場
か
ら
も
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
能
力
に
応

じ
た
割
前
で
あ
り
ま
す
。
都
民
税

に
於
い
て
前
者
わ
均
等
割
と
し
て

た
と
え
い
か
な
る
世
帯
で
あ
ら
う

と
も
一
応
独
立
し
た
生
計
を
維
持

す
る
も
の
わ
納
税
者
と
し
て
そ
の

義
務
を
つ
く
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
わ
如
何
な
る
大
世
帯
で
も
或

わ
如
何
に
少
く
わ
ず
か
一
人
世
帯

の
構
成
員
で
あ
つ
て
も
一
応
地
方

住
民
と
し
て
の
一
個
の
生
活
体
と

し
て
、
そ
の
地
方
の
経
費
を
分
担

す
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
生

活
能
力
の
大
少
に
よ
り
大
な
る
者

は
大
に
、
少
な
る
者
わ
そ
の
分
に

応
じ
て
支
払
う
も
の
わ
所
得
割
、

乃
至
家
屋
賃
貸
価
格
割
で
あ
り
ま

す
。
こ
ゝ
で
特
に
注
意
さ
れ
ね
ば

な
ら
ぬ
事
わ
、
各
人
の
所
得
が
如

何
に
正
確
に
掌
握
さ
れ
て
居
る
か

と
云
う
事
で
あ
り
ま
す
。
特
に
現

代
の
様
に
国
民
所
得
と
し
て
現
実

に
動
い
て
居
る
面
と
、
こ
れ
が
所

得
の
課
税
面
に
表
わ
れ
た
数
字
と

の
余
り
に
も
大
き
な
差
を
如
何
に

処
理
出
来
る
か
と
云
ふ
点
で
あ
り

ま
し
よ
う
。

こ
れ
わ
区
民
の
皆
様
の
善
意
と
行

政
面
に
あ
る
私
等
の
熱
意
と
で
解

決
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
も
の
と
存
じ

ま
す
。
　
(

続
く
)

次
回
都
営
住
宅

申
込
近
づ
く

さ
き
に
保
木
間
町
都
営
住
宅
は
旧

臘
二
十
二
日
抽
籤
を
し
た
が
当
せ

ん
は
別
項
の
通
り
で
あ
る
が
つ
づ

い
て
第
三
第
四
と
計
画
を
た
て
着

々
進
行
し
つ
ゝ
あ
る
、

既
に
建
設
も
決
り
申
込
を
受
付
る

予
定
に
な
つ
て
い
る
処
に
新
田
町

三
五
に
約
一
〇
〇
戸
建
設
北
三
谷

町
四
六
五
葛
西
用
水
東
側
に
約
四

五
戸
建
設
す
る
こ
と
に
な
つ
て
い

る
。
な
ほ
其
の
他
建
設
予
定
地
と

し
て
は
大
谷
田
町
方
面
に
約
五
千

坪
五
兵
衛
町
一
〇
一
八
に
一
千
坪

は
既
に
手
配
済
と
な
つ
て
引
続
き

住
宅
建
設
の
予
定
に
な
つ
て
い
る

因
に
新
田
町
北
三
谷
町
の
都
営
住

宅
の
申
込
は
二
月
中
旬
の
予
定
。

広

告

料

の
割

引

今
回
広
告
掲
載
長
朝
契
約
の
ご
便
宜
の
た
め
広
告
料
を
つ
ぎ
の

よ
う
に
割
引
い
た
し
ま
す

尚
広
告
の
お
申
込
は
総
務
課
文
書
係

(
区
役
所
二
階
　
電
話
足
三
八
四
七
-
九
)


